





























































である。調査は平成 26 年 3 月に実施した。調査結果に基づき、標準
看護業務を検討した。
 【結果】　アンケート調査から、時間通り休憩に入れるが 38%、時間
外業務なしが 29% だった。これらの結果に基づき、以下 4 点の業務





























































る。今回、夜間（20 時～翌朝 8 時）部署間応援体制についての問
題点を明確にする目的で、実態調査と看護師（425 名）へのアンケー
ト調査を実施した。
【結果・考察】16 部署中 14 部署が応援に行っており、その中で看
護師の 59％が「応援に行ったことがある」と回答していた。行っ
たケアは、体位変換・おむつ交換・採血・ルート確保などが多かっ
た。「応援に行ってよかった」と 69％は回答していたが、82％は「困っ
たことがあった」と回答していた。その内容は、状態の分からない
患者のケアに対する不安や、指示を仰ぐスタッフが不明確なことで
あった。
応援体制の良い点としては、「他部署を知る機会となり視野が広が
る」「未経験のケアを経験することができ、学びを深めることがで
きる」「マンパワー不足による事故防止ができる」などであった。
多くの看護師は部署間の応援を肯定的に受け止め、部署を超えた一
体感の醸成につながると考えていた。一方問題点としては、「状態
の分からない患者のケアを行うことに不安がある」「自部署を不在
にすることへの不安がある」などであった。また「管理当直師長や
看護師によって、応援体制への考え方に差がある」と感じている看
護師が多かった。
今回の調査で、部署間応援体制に対する看護師の認識の差や、基準
がないことでの戸惑いが明確となった。この結果をもとに、部署間
応援体制の基準や手順の作成を行うことが今後の課題である。
